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│
出
身
地
は
。
な
ぜ
佐
久
市
に
？
│

•
ア
メ
リ
カ
出
身
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で

妻
と
知
り
合
っ
て
結
婚
し
て
妻
の
実
家

が
あ
る
佐
久
に
来
ま
し
た
。

•
私
は
東
京
生
ま
れ
で
、
父
が
イ
ギ
リ

ス
人
、
母
が
日
本
人
で
、
父
が
佐
久
に

別
荘
を
持
っ
て
い
た
関
係
で
佐
久
に
来

ま
し
た
。

•
ア
メ
リ
カ
出
身
で
宣
教
師
と
し
て
来

ま
し
た
。

•
ブ
ラ
ジ
ル
出
身
で
、
主
人
の
仕
事
の

関
係
で
佐
久
に
家
を
建
て
ま
し
た
。

•
中
国
出
身
で
、
主
人
の
仕
事
の
関
係

で
佐
久
に
来
ま
し
た
。
今
は
介
護
の
仕

事
に
つ
い
て
い
ま
す
。

•
タ
イ
出
身
で
、
同
じ
会
社
の
日
本
人

　
外
国
人
か
ら
見
た
佐
久
の
文
化
や
生

活
は
、
ど
の
よ
う
に
見
え
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
今
回
は
、
市
内
に
住
む
外

国
人
の
方
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

と
結
婚
し
て
佐
久
に
来
ま
し
た
。

•
中
国
出
身
で
、
中
国
国
籍
の
主
人
が

転
職
し
た
こ
と
を
機
会
に
佐
久
に
来
ま

し
た
。
今
は
、
2
人
目
の
出
産
の
準
備

中
で
す
。

•
カ
ナ
ダ
出
身
で
す
。
今
の
奥
さ
ん
と

カ
ナ
ダ
で
知
り
合
っ
て
、
日
本
文
化
に

興
味
も
あ
っ
た
の
で
、
日
本
へ
来
ま
し
た
。

│
佐
久
の
印
象
は
？
│

•
空
気
が
と
て
も
綺
麗
で
、
自
分
の
故

郷
に
似
て
い
ま
す
。
人
も
優
し
い
で
す
。

•
引
っ
越
す
時
に
、
新
幹
線
の
駅
が
あ

る
所
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
佐
久

に
な
り
ま
し
た
。
佐
久
に
来
た
時
、
閉

鎖
的
な
雰
囲
気
が
あ
っ
て
、
最
初
、
入

り
づ
ら
か
っ
た
で
す
。

長
野
県
は
独
特
な
文
化
が
あ
っ
て
面
白
い
。

今
で
も
佐
久
は
、
目
的
を
持
っ
た
人
が
活
躍
で
き
る
場
所
。

市内に住む外国人
×

市 議 会

特集



3

│
佐
久
の
歴
史
と
文
化
に
つ
い
て
は
？
│

•
長
野
県
は
独
特
な
文
化
が
あ
っ
て
、

東
京
よ
り
は
る
か
に
面
白
い
で
す
。
中
心

的
な
都
市
の
権
力
が
な
か
っ
た
の
で
、
自

由
に
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
今
で
も
佐
久

で
は
、
目
的
を
持
っ
た
人
が
い
ろ
い
ろ
活

躍
で
き
る
場
所
で
、
佐
久
病
院
の
若
月

先
生
な
ど
は
良
い
例
だ
と
思
い
ま
す
。

│
市
に
対
し
て
の
要
望
は
？
│

•
日
本
の
い
ろ
ん
な
所
に
住
ん
で
み
て
、

佐
久
市
は
子
育
て
支
援
が
弱
い
か
な
と

感
じ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
あ
る
市
で
は
、

室
内
の
広
い
子
育
て
セ
ン
タ
ー
で
本
を

読
ん
だ
り
、
遊
ん
で
い
た
り
す
る
姿
を

見
ま
し
た
。
佐
久
は
そ
れ
が
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。

•
市
役
所
へ
来
て
も
、
外
国
人
が
ど
こ

に
行
け
ば
良
い
の
か
、
分
か
ら
ず
、
公

共
施
設
に
外
国
人
向
け
の
表
示
や
窓
口

が
欲
し
い
で
す
。
さ
ら
に
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
が
あ
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

•
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
時
に
、

外
国
人
に
も
太
鼓
の
サ
ー
ク
ル
等
、
日

本
文
化
を
紹
介
し
て
欲
し
い
で
す
。

　

そ
の
他
に
も
多
く
の
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



4

議案番号 議事内容・議案名 結果

1 佐久市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
の制定について ◎

2 佐久市職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例の
制定について ◎

3 佐久市税条例等の一部を改正する条例の制定について ◎
4 佐久市債権管理条例の制定について ◎
5 佐久市積立基金条例の一部を改正する条例の制定について ◎
6 佐久市福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例の制定について ◎
7 佐久市消費生活センター条例の制定について ◎
8 佐久市下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条

例の制定について ◎
9 佐久市農村研修施設条例の一部を改正する条例の制定について ◎
10 佐久市農業研修生住宅条例の制定について ◎
11 佐久市工場立地法準則条例の一部を改正する条例の制定について ◎
12 佐久市体育施設条例の一部を改正する条例の制定について ◎
13 佐久市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例

の制定について ◎
14 佐久市介護老人保健施設条例の一部を改正する条例の制定について ◎
15 佐久水道企業団規約の変更について ◎
16 佐久市佐久平交流センターの指定管理者の指定について ◎
17 市道の路線認定について ◎
18 小海線岩村田駅構内岩村田踏切拡幅工事に関する施行協定の

締結について ◎

19 平成28年度総合交付金総合運動公園整備事業野球場建築（本
体）工事請負契約の変更について ◎

20 体育施設の指定管理者の指定について ◎
21 平成28年度佐久市一般会計補正予算（第８号）について ○
22 平成28年度佐久市工業用地取得造成事業特別会計補正予算

（第２号）について ○
23 平成28年度佐久市一般会計補正予算（第９号）について ◎
24 平成28年度佐久市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）について ◎
25 平成28年度佐久市介護保険特別会計補正予算（第３号）について ◎
26 平成28年度佐久市障害者支援施設臼田学園特別会計補正予算

（第１号）について ◎

27 平成28年度佐久市特別養護老人ホーム特別会計補正予算（第
１号）について ◎

28 平成28年度佐久市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について ◎
29 平成28年度佐久市介護老人保健施設特別会計補正予算（第１

号）について ◎
30 平成28年度佐久市奨学資金特別会計補正予算（第１号）について ◎

議案番号 議事内容・議案名 結果

31 平成28年度佐久市環境エネルギー事業特別会計補正予算（第
１号）について ◎

32 平成28年度佐久市工業用地取得造成事業特別会計補正予算
（第３号）について ◎

33 平成28年度佐久市茂田井財産区特別会計補正予算（第１号）について ◎
34 平成28年度佐久市国保浅間総合病院事業特別会計補正予算

（第１号）について ◎
35 平成28年度佐久市下水道事業特別会計補正予算（第１号）について ◎
36 平成29年度佐久市一般会計予算について ○
37 平成29年度佐久市国民健康保険特別会計予算について ○
38 平成29年度佐久市介護保険特別会計予算について ◎
39 平成29年度佐久市障害者支援施設臼田学園特別会計予算について ◎
40 平成29年度佐久市特別養護老人ホーム特別会計予算について ◎
41 平成29年度佐久市後期高齢者医療特別会計予算について ◎
42 平成29年度佐久市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算について ◎
43 平成29年度佐久市介護老人保健施設特別会計予算について ◎
44 平成29年度佐久市奨学資金特別会計予算について ◎
45 平成29年度佐久市環境エネルギー事業特別会計予算について ◎
46 平成29年度佐久市茂田井財産区特別会計予算について ◎
47 平成29年度佐久市国保浅間総合病院事業特別会計予算について ◎
48 平成29年度佐久市下水道事業特別会計予算について ◎
49 十二川原工業団地用地の取得について ○
50 医療事故に係る損害賠償の額を定めることについて ◎
51 平成28年度佐久市一般会計補正予算（第10号）について ◎
52 平成28年度佐久市国保浅間総合病院事業特別会計補正予算

（第２号）について ◎
53 監査委員の選任について ◎
54 農業委員会委員の任命について ◎
諮問
第1号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて ◎

意見書案
第1号 免税軽油制度の継続を求める意見書の提出について ◎

意見書案
第2号 地域活性化の拠点となる望月高校の存続を求める意見書の提出について ◎

意見書案
第3号 指定給水装置工事事業者制度に更新制の導入を求める意見書の提出について ◎

平成29年３月定例会  議案審議結果

会派名

議員名

議案等番号　議案等略名

新政ネット 清和会 公明党 日本共産党 新緑会 無
所
属

議決結果
菊
原
　
初
男

中
澤
　
兵
衛

中
條
　
寿
一

市
川
　
稔
宣

杉
岡
　
　
務

市
川
　
　
将

神
津
　
　
正

高
橋
　
良
衛

大
井
　
岳
夫

関
本
　
　
功

吉
川
　
友
子

竹
花
　
美
幸

小
金
沢
昭
秀

篠
原
　
　
勤

栁
澤
　
　
潔

江
本
　
信
彦

和
嶋
美
和
子

内
藤
　
勝
利

井
出
　
節
夫

小
林
　
松
子

内
藤
　
祐
子

吉
岡
　
　
徹

三
石
　
義
文

井
出
　
浩
司

飯
島
　
雅
則

議案第21号　平成28年度佐久市一般会計補正予算
（第８号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■ ■ ■ ○ ○ ○ ■ 原案可決
議案第22号　平成28年度佐久市工業用地取得造成事
業特別会計補正予算（第２号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■ ■ ■ ○ ○ ○ ■ 原案可決
議案第36号
平成29年度佐久市一般会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■ ■ ■ ○ ○ ○ ■ 原案可決
議案第37号
平成29年度佐久市国民健康保険特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■ ■ ■ ○ ○ ○ ■ 原案可決
議案第49号
十二川原工業団地用地の取得について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■ ■ ■ ■ ○ ○ ■ 原案可決
※「○」は賛成　「■」は反対　「退」は退席　「欠」は欠席　議長（小林貴幸）は採決に加わりません。

３月定例会における請願・陳情等状況一覧は16ページへ

平成29年

３月定例会
　平成29年３月定例会を２月20日から３月17日までの
26日間の会期で開き、条例改正や平成29年度当初予算
など54件を可決し、意見書案など４件を採択しました。

【結果の表示】　◎ 全会一致で可決・採択　○ 賛成多数で可決・採択

平成29年３月定例会　賛否一覧
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◆
予
算
審
査
で
こ
ん
な
意
見
が
出
ま
し
た

反
対　
２
億
２
，
９
９
０
万
円
の
公
園
管
理
委
託

料
の
半
分
が
平
尾
山
公
園
の
維
持
管
理
委
託
料

に
な
っ
て
い
る
。

賛
成　
平
尾
山
公
園
は
佐
久
市
の
観
光
の
要
所
で

あ
り
、
存
続
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
中

で
、
一
定
の
予
算
は
つ
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

反
対　
樋
橋
地
区
は
佐
久
平
の
中
で
も
一
番
の
優

良
農
地
で
あ
り
、
宅
地
化
す
る
こ
と
、
ま
し
て

や
公
共
事
業
で
大
手
資
本
が
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン

ト
施
設
を
作
る
こ
と
は
佐
久
市
の
ま
ち
づ
く
り

に
そ
ぐ
わ
な
い
。

賛
成　
樋
橋
地
区
は
、
佐
久
市
の
将
来
の
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
、
都
市
型
利
用
を
図
っ
て
い
く

と
い
う
位
置
づ
け
の
土
地
で
あ
り
、
将
来
の
発

展
の
た
め
に
開
発
は
必
要
だ
。

◆
予
算
審
査
で
こ
ん
な
意
見
が
で
ま
し
た

・ 

消
防
団
員
の
活
動
に
お
い
て
、
環
境
整
備
は
重
要

だ
が
、
安
全
対
策
も
整
備
す
べ
き
。

・ 

指
定
管
理
者
が
実
施
す
る
事
業
に
つ
い
て
、
市
が

し
っ
か
り
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
す
る
よ
う
に
。

・ 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
成
果
に
つ
い
て
、
議
会
や

市
民
に
報
告
す
べ
き
。

・ 

図
書
費
に
つ
い
て
、
今
後
は
更
に
拡
充
の
余
地
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

◆
請
願
陳
情
審
査
か
ら

　
望
月
高
校
は
川
西
地
区
の
発
展
に
寄
与
し
、
不
登

校
生
徒
や
発
達
障
が
い
生
徒
へ
の
モ
デ
ル
校
と
し
て

実
践
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
高
校
の
ノ
ウ
ハ
ウ

は
と
て
も
大
切
で
あ
り
、
採
択
す
べ
き
。

平
成
29
年
度
当
初
予
算
案
可
決

望
月
高
校
存
続
を
求
め
る
請
願
採
択

総
務
文
教
委
員
会
　
委
員
長
　
高
　
橋
　
良
　
衛

　
新
年
度
予
算
に
は
、
全
消
防
団
員
防
寒
着
、
安

全
靴
の
支
給
、
市
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
経
費

な
ど
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
望
月
高
校
の
存
続
を
求
め
る
請
願
は
全
会
一
致

で
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
当
初
予
算
案
可
決

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
制
度
の
陳
情
可
決

経
済
建
設
委
員
会
　
委
員
長
　
関
　
本
　
　
功

・ 

平
成
29
年
度
予
算
の
８
款
土
木
費
の
内
、
公
園

管
理
委
託
料
及
び
樋
橋
土
地
区
画
整
理
事
業
費

に
つ
い
て
、
討
論
、
採
決
の
結
果
原
案
可
決
。

・ 

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
制
度
に
更
新
制
の
導

入
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
陳
情
は
原
案
可
決
。

◆
予
算
審
査
で
こ
ん
な
意
見
が
出
ま
し
た

反
対　
公
平
性
の
観
点
に
つ
い
て
、
保
険
料（
税
）

が
収
入
に
対
す
る
負
担
率
を
比
較
す
る
と
、
か

な
り
の
差
が
あ
る
。
単
な
る
制
度
上
の
公
平
で

は
な
く
、
弱
者
を
救
っ
て
い
く
為
の
行
政
で
あ

る
べ
き
と
考
え
る
事
か
ら
反
対
。

賛
成　
国
民
健
康
保
険
を
維
持
し
、
恩
恵
を
受
け

ら
れ
る
体
制
を
作
る
こ
と
が
最
終
目
的
で
あ
る
。

国
や
他
の
保
険
団
体
か
ら
も
か
な
り
の
資
金
が

入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
負
担
し
て
も
ら
う
べ

き
は
負
担
し
て
も
ら
う
必
要
性
が
あ
る
と
の
観

点
か
ら
賛
成
。

平
成
29
年
度
佐
久
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算
案
を
可
決

社
会
委
員
会
　
委
員
長
　
江
　
本
　
信
　
彦

　
国
民
健
康
保
険
は
、
突
然
の
け
が
や
病
気
の
と

き
に
備
え
て
、
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
加
入
者
が
お
金
を
出
し
合
い
、
必
要
な
医

療
費
な
ど
に
あ
て
る
助
け
合
い
制
度
で
す
。

常 会任 審委 査員 報 告
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●�一般質問の紙面は、質問した議員個々の責任で編集しております。ご不明な
点は、議員にお尋ねください。また正式な記録は会議録でご覧ください。

●�佐久ケーブルテレビ等やインターネットによる動画配信を行っていますので
是非ご覧ください。

動画配信　QRコード

18名の議員が市政を問います

Q
　

同
園
の
現
状
と
位
置
づ
け
は
。

A
　

同
園
は
平
成
23
年
に
廃
園
と
な
っ

た
が
、
所
管
は
従
前
通
り
観
光
交
流

推
進
課
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
同
園
の
湿
地
性
植
物
群
は
特
徴
的

で
あ
り
、
自
然
観
察
が
出
来
る
貴
重

な
フ
ィ
ー
ル
ド
の
一
つ
と
認
識
し
て

い
る
。
現
在
、
策
定
に
着
手
し
て
い

る
第
二
次
環
境
基
本
計
画
に
お
け
る

生
物
多
様
性
地
域
戦
略
に
お
い
て
も
、

同
園
の
存
在
は
欠
か
せ
な
い
。

Q
　

同
園
の
小
中
学
生
の
自
然
教
育
の

場
と
し
て
の
活
用
法
は
。

A
　

昨
年
来
、
校
長
会
に
も
諮
っ
て
検

討
を
開
始
し
て
い
る
。
狭
義
の
教
科

以
外
に
も
ク
ラ
ブ
活
動
の
一
環
と
し

て
と
の
考
え
も
あ
る
。
本
年
5
月
予

定
の
同
園
で
の
観
察
会
に
は
、
現
地

理
解
の
い
い
機
会
と
し
て
教
師
に
も

参
加
し
て
も
ら
う
つ
も
り
。

Q
　

同
園
の
維
持
・
管
理
・
利
活
用
の

現
状
に
つ
い
て

A
　

園
全
体
を
市
内
の
自
然
愛
好
団
体

「
草
友
会
」
に
無
償
貸
与
（
使
用
貸

借
）
し
て
、
草
刈
り
、
清
掃
、
整
備
、

訪
問
者
の
接
遇
等
を
行
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
年
間
の
訪
問
者
は
市
外

か
ら
を
含
め
て
年
間
約
100
名
程
。

　
　
　
費
用
に
つ
い
て
は
契
約
に
よ
り
資

材
費
、
労
賃
等
す
べ
て
同
会
が
負
担

し
て
い
る
。
資
金
的
な
支
援
に
つ
い

て
は
「
佐
久
っ
と
支
援
金
」
制
度
が

あ
る
が
、
そ
れ
以
外
で
も
同
会
か
ら

の
要
請
が
あ
れ
ば
市
と
し
て
必
要
な

支
援
は
惜
し
ま
な
い
。

Q
　

実
態
に
合
っ
た
所
管
換
え
は
。

A
　

 

同
会
や
関
係
部
署
と
協
議
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

旧
美
笹
自
然
観
察
園
の
維
持
・

管
理
と
利
活
用
に
つ
い
て

草刈り準備中の草友会のみなさん 吉
よし

岡
おか

　　徹
とおる

一 般 質 問
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Q
　

外
国
人
観
光
客
に
対
し
て
、
中
山

道
沿
線
の
自
然
や
食
文
化
な
ど
の
魅

力
を
発
信
す
る
方
法
と
誘
客
に
つ
い

て
お
聞
き
し
た
い
。

A
　

長
野
県
在
住
の
外
国
人
ブ
ロ
ガ
ー

５
人
を
招
い
て
、「
中
山
道
佐
久
の

道
ガ
イ
ド
の
会
」
の
説
明
を
受
け
な

が
ら
、「
茂
田
井
間
の
宿
」か
ら「
塩

名
田
宿
」
を
歩
い
た
。
浅
間
山
や
田

園
風
景
を
眺
め
な
が
ら
、
中
山
道
の

自
然
を
感
じ
て
も
ら
い
、
駒
月
み
そ

か
つ
丼
や
佐
久
鯉
の
あ
ら
い
を
食
べ

て
も
ら
い
、
食
の
魅
力
を
紹
介
し
た
。

外
国
人
目
線
で
の
中
山
道
の
魅
力
な

ど
を
長
野
県
の
情
報
サ
イ
ト
や
ブ
ロ

ガ
ー
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
発
信
し

て
も
ら
っ
た
。

Q
　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
提
言
を
受
け
、

学
校
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
進
め
、

開
校
は
何
年
頃
を
予
定
し
て
い
る
か
。

A
　

来
年
度
に
臼
田
地
区
新
小
学
校
建

設
協
議
会
の
設
置
と
開
催
、
基
本
計

画
の
策
定
等
を
行
う
。
そ
の
後
、
基

本
計
画
を
基
に
基
本
設
計
、
実
施
設

Q
　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
お

い
て
、
市
民
説
明
会
後
に
議
会
で
直

近
デ
ー
タ
が
公
表
さ
れ
た
。
40
年
間

で
必
要
な
更
新
費
用
は
約
３
千
億
円
、

年
間
約
76
億
円
が
必
要
と
な
る
と
の

事
。
こ
れ
だ
け
で
も
大
変
な
金
額
だ

が
そ
の
算
出
根
拠
が
甘
す
ぎ
る
。
こ

の
試
算
だ
と
、
10
年
間
で
た
っ
た
の

３
％
し
か
建
設
費
が
上
が
っ
て
な
い

事
に
な
る
が
作
業
員
賃
金
単
価
を
み

る
と
、
26
％
も
値
上
が
り
し
て
い
る
。

設
計
単
価
の
補
正
率
は
過
小
で
は
な

い
の
か
。

A
　

国
交
省
の
出
し
て
い
る
建
設
工
事

費
デ
フ
レ
ー
タ
ー
を
指
数
と
し
て
使

っ
て
い
る
。

Q
　

「
民
間
活
力
の
導
入
」
と
い
う
言

葉
は
、
保
育
園
や
図
書
館
を
民
営
化

す
る
と
い
う
事
で
は
な
く
、
総
合
的

な
方
向
性
を
記
載
し
た
だ
け
で
あ
り
、

個
々
施
設
の
管
理
計
画
を
検
討
す
る

際
の
決
定
事
項
と
は
し
な
い
と
い
う

認
識
で
良
い
か
。

A
　

様
々
な
視
点
の
一
つ
で
あ
る
。

計
等
を
進
め
て
い
く
。
開
校
の
時
期

は
今
年
度
か
ら
概
ね
７
年
か
ら
９
年

後
を
見
込
ん
で
い
る
。

Q
　

新
小
学
校
の
通
学
路
、
通
学
方
法

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
検
討
し
て
い

く
か
。

A
　

新
年
度
に
各
通
学
路
検
討
部
会
の

皆
さ
ん
と
合
同
点
検
を
予
定
し
て
い

る
。
今
後
、
４
地
区
の
地
域
性
や
進

展
す
る
道
路
状
況
等
を
加
味
す
る
中

で
、
児
童
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
通

学
方
法
が
望
ま
し
く
、
安
全
で
安
心

し
て
通
学
で
き
る
か
を
検
討
す
る
。

Q
　

市
長
の
年
間
総
報
酬
は
、
約

1
千
800
万
円
。
退
職
金
は
約
2
千
万

円
。
4
年
間
の
総
収
入
は
約
8
千
800

　
　
万
円
と
伺
っ
た
が
、
市
長
は
そ
れ
が

適
正
だ
と
考
え
て
い
る
か
。

A
　

市
民
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
。

Q
　

職
員
は
市
民
を
守
る
最
後
の
砦
で

あ
る
。
市
民
に
信
頼
さ
れ
、
愛
さ
れ

る
職
員
で
あ
り
続
け
る
た
め
、『
職

員
は
全
体
の
奉
仕
者
で
あ
る
』
と
い

う
研
修
を
部
課
長
に
行
っ
て
い
る
か
。

A
　

部
課
長
だ
け
で
は
な
く
、
全
職
員

に
行
っ
て
い
る
。

地
域
の
歴
史
文
化
の
活
用
に
つ
い
て

臼
田
地
区
新
小
学
校
整
備
に
つ
い
て

職
員
は
市
民
を
守
る
最
後
の
砦
！
信
頼
さ
れ
、

愛
さ
れ
る
職
員
で
あ
り
続
け
る
事
！

茂田井間
あい

の宿
しゅく

飯
いい

島
じま

　雅
まさ

則
のり

小
こ

金
がね

沢
ざわ

昭
あき

秀
ひで
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Q
　

佐
久
市
の
辺
地
対
策
事
業
に
つ
い

て
、
市
の
中
心
部
が
発
展
し
周
辺
地

域
が
寂
れ
て
い
く
状
況
を
危
惧
す
る

住
民
も
い
る
が
、
中
心
市
街
地
の
活

性
化
に
よ
り
得
ら
れ
た
市
の
税
収
が
、

辺
地
等
を
は
じ
め
と
し
た
周
辺
地
域

に
分
配
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
周
辺

地
域
の
生
活
機
能
の
維
持
・
確
保
の

た
め
の
事
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
る
が
、
佐
久
市
の
辺
地
対

策
の
実
施
状
況
は
。

A
　

辺
地
対
策
と
は
「
辺
地
に
係
る
公

共
的
施
設
の
総
合
整
備
の
た
め
の
財

政
上
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る
法
律

（
い
わ
ゆ
る
辺
地
法
）」
に
基
づ
き
、

辺
地
に
お
け
る
住
民
の
生
活
の
質
の

向
上
を
図
る
た
め
、
当
該
辺
地
に
係

る
公
共
施
設
の
総
合
整
備
計
画
を
定

め
、
こ
の
計
画
に
基
づ
い
て
実
施
す

る
公
共
施
設
の
整
備
事
業
で
あ
る
。

Q
　

災
害
発
生
時
の
佐
久
平
駅
周
辺
の

備
え
に
つ
い
て
。

A
　

駅
周
辺
が
被
災
し
た
場
合
は
、
多

く
の
市
民
の
皆
様
の
ほ
か
、
観
光
客

◆ 

子
ど
も
福
祉
医
療
費
給
付
金
の
対
象
者

拡
大
に
つ
い
て

Q
　

佐
久
市
で
は
来
年
度
か
ら
福
祉
医

療
費
給
付
金
の
対
象
を
年
度
内
に
満

18
歳
に
達
す
る
子
ど
も
た
ち
迄
を
対

象
に
行
う
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
理

由
は
何
か
。

A
　

佐
久
市
が
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
を
作
成
す
る
に

あ
た
り
、
市
民
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
「
理
想
の
子
ど
も
数
を

持
て
な
い
理
由
」
に
は
83
％
の
方
が

経
済
的
な
不
安
を
上
げ
て
い
る
。
こ

の
事
か
ら
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
、「
佐
久

市
の
暮
ら
し
や
す
さ
」
の
度
合
い
を

高
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の

具
体
的
な
支
援
の
一
環
と
し
て
子
ど

も
の
福
祉
医
療
費
の
支
給
対
象
者
の

拡
大
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

◆
地
方
版
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
つ
い
て

Q
　

佐
久
市
で
は
第
二
次
総
合
計
画
に

お
い
て
、「
地
方
版
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」

を
設
置
す
る
と
の
施
策
が
盛
り
込
ま

や
買
物
客
な
ど
、
不
特
定
多
数
の
方

へ
の
対
応
が
必
要
と
な
る
。

　
　
　
災
害
時
の
備
え
と
し
て
、
市
民
交

流
ひ
ろ
ば
へ
防
災
用
マ
ン
ホ
ー
ル
ト

イ
レ
を
５
ヶ
所
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、

耐
震
用
緊
急
用
貯
水
槽
を
佐
久
水
道

企
業
団
に
設
置
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
交
流
セ
ン
タ
ー
、
イ
オ
ン
佐
久

平
店
様
を
含
め
て
、
多
く
の
方
々
の

緊
急
避
難
場
所
が
確
保
で
き
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

れ
た
。
今
後
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
の
か
。

A
　

佐
久
市
へ
の
移
住
者
の
み
な
ら
ず

Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
希
望
者
な
ど
、

当
市
で
の
就
労
を
考
え
て
い
る
様
々

な
求
職
者
に
職
業
紹
介
を
行
う
事
に

よ
り
、
市
内
企
業
へ
の
就
職
を
促
進

し
、
佐
久
市
へ
の
新
た
な
人
の
流
れ

を
生
み
出
し
て
い
き
た
い
。

◆
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
結
婚
支
援
事
業
に
つ
い
て

・ 

発
達
障
が
い
が
あ
る
児
童
生
徒
へ
の
支

援
に
つ
い
て

・
新
電
力
の
導
入
に
つ
い
て

佐
久
市
辺
地
対
策
に
つ
い
て

災
害
発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て

子
ど
も
の
医
療
費
に
つ
い
て
・

地
方
版
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
設
置
に
つ
い
て

江
え

本
もと

　信
のぶ

彦
ひこ

中
なかじょう

條　寿
とし

一
かず
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Q
　

樋
橋
地
区
開
発
支
援
事
業
に
お
い

て
イ
オ
ン
の
出
店
計
画
の
確
実
性
に

つ
い
て
は
。

A
　

イ
オ
ン
側
と
準
備
組
合
が
合
意
書

締
結
に
向
け
た
調
整
を
進
め
て
い
る
。

Q
　

佐
久
市
の
施
行
で
は
な
い
の
で
リ

ス
ク
は
組
合
が
負
う
と
い
う
こ
と
か
。

A
　

大
き
な
関
心
事
は
財
源
の
確
保
。

保
留
地
の
売
却
見
込
み
が
重
要
な
要

件
と
な
っ
て
い
る
。

Q
　

30
億
円
も
の
樋
橋
地
区
開
発
支
援

事
業
は
中
止
す
べ
き
で
は
。
総
事
業

費
は
い
く
ら
か
。

A
　

測
量
等
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
総
事

業
費
は
示
せ
な
い
。
樋
橋
地
区
は
放

置
す
れ
ば
乱
開
発
に
よ
る
、
い
わ
ゆ

る
虫
食
い
状
態
と
な
る
可
能
性
が
高

い
の
で
、
健
全
な
開
発
を
推
進
す
る
。

Q
　

近
隣
の
多
く
の
自
治
体
で
実
施
し

て
お
り
、
佐
久
市
で
も
要
望
が
高
い

の
が
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
補
助
制
度
だ

が
実
施
で
き
な
い
か
。

A
　

き
わ
め
て
重
要
な
課
題
だ
と
思
っ

て
い
る
。

Q
　

災
害
時
、
特
に
台
風
時
な
ど
に
お

い
て
は
、
早
く
正
確
な
情
報
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、「
消
防
案
内
」
の
よ

う
な
シ
ス
テ
ム
導
入
を
検
討
し
て
欲

し
い
が
、
防
災
無
線
放
送
の
聞
き
と

り
に
く
い
地
域
へ
の
対
応
と
し
て
、

防
災
ラ
ジ
オ
の
導
入
が
で
き
な
い
か
。

A
　

ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル
に
関
す
る

技
術
的
課
題
が
あ
る
た
め
困
難
な
状

況
で
あ
る
。

Q
　

日
本
武
道
館
で
は
演
歌
か
ら
ポ
ッ

プ
ス
な
ど
幅
広
く
コ
ン
サ
ー
ト
が
行

わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
ク
ラ
シ
ッ
ク
で
は
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン

の
第
九
演
奏
会
や
フ
ジ
コ
・
ヘ
ミ
ン

グ
の
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
志
賀
高
原
総
合
会

館
は
多
目
的
施
設
だ
が
、
小
澤
征
爾

氏
が
監
修
し
て
背
面
と
天
井
に
可
動

式
反
響
盤
を
設
置
し
た
の
で
ク
ラ
シ

ッ
ク
に
も
対
応
で
き
る
。
佐
久
市
に

建
設
予
定
の
県
立
武
道
館
で
も
検
討

し
て
欲
し
い
。
県
立
武
道
館
で
の
多

目
的
に
利
用
で
き
る
範
囲
は
。

Q
　

川
西
赤
十
字
病
院
の
存
続
に
つ
い

て
市
長
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

A
　

川
西
赤
十
字
病
院
は
大
切
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。
存
続
を
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
。

Q
　

医
療
機
器
の
多
く
は
購
入
か
ら
10

年
以
上
経
過
し
て
い
る
。
公
平
な
医

療
を
受
け
ら
れ
る
た
め
に
も
、
購
入

補
助
が
必
要
だ
が
。

A
　

川
西
赤
十
字
病
院
で
の
検
討
状
況

を
見
守
り
た
い
。

A
　

武
道
の
他
に
も
ダ
ン
ス
・
マ
ー
チ

ン
グ
バ
ン
ド
・
相
撲
・
観
劇
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
。

Q
　

現
在
の
国
民
健
康
保
険
年
間
給
付

費
71
億
円
の
５
％
は
縮
減
で
き
赤
字

分
を
解
消
で
き
る
の
で
、
市
民
へ
の

積
極
的
な
検
診
と
歯
磨
き
を
推
進
す

る
べ
き
だ
が
、
歯
周
病
の
無
料
化
を

契
機
に
デ
ー
タ
集
積
で
き
な
い
か
。

A
　

４
月
か
ら
無
料
化
が
始
ま
る
の
を

契
機
に
デ
ー
タ
収
集
と
広
報
を
す
る
。

樋
橋
地
区
開
発
支
援
事
業・高
齢
者
タ
ク
シ
ー
補
助

川
西
赤
十
字
病
院
へ
の
財
政
支
援
に
つ
い
て

「
消
防
案
内
」
シ
ス
テ
ム
導
入
を
・
県
立
武

道
館
に
つ
い
て
・
歯
周
病
検
診
の
無
料
化

県立武道館イメージ図 栁
やなぎさわ

澤　　潔
きよし

小
こばやし

林　松
まつ

子
こ
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Q
　

「
松
本
〜
佐
久
地
域
高
規
格
道
路

建
設
促
進
期
成
同
盟
会
」
設
立
の
目

的
と
経
過
に
つ
い
て
。

A
　

松
本
市
、
佐
久
市
、
立
科
町
、
長

和
町
（
現
在
）
等
の
首
長
・
議
長
が

発
起
人
と
な
り
、
平
成
９
年
、
松
本

地
域
か
ら
佐
久
地
域
を
地
域
高
規
格

道
路
で
結
び
、
両
地
域
の
交
流
と
産

業
経
済
な
ど
の
発
展
を
図
る
目
的
で

設
立
し
た
。
現
在
、
市
町
村
合
併
に

よ
り
上
田
市
も
交
え
た
10
市
町
村
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。

Q
　

期
成
同
盟
会
の
活
動
に
つ
い
て

A
　

本
年
も
８
月
の
総
会
で
決
議
し
た

要
望
書
を
持
っ
て
、
同
盟
会
正
副
会

長
に
よ
り
長
野
県
・
国
土
交
通
省
・

財
務
省
・
県
選
出
の
衆
・
参
議
院
議

員
へ
早
期
実
現
の
要
望
活
動
（
年
一

回
）
を
行
っ
た
。

Q
　

県
の
回
答
に
つ
い
て
。

A
　

松
本
・
佐
久
を
結
ぶ
路
線
は
重
要

な
路
線
と
認
識
し
て
い
る
が
、
地
域

高
規
格
道
路
整
備
率
が
低
く
、
国
に

お
い
て
も
平
成
10
年
以
降
マ
ス
タ
ー

Q
　

佐
久
南
交
流
拠
点
施
設
の
指
定
管

理
者
に
樫
山
工
業
㈱
と
Ｊ
Ａ
佐
久
浅

間
の
共
同
体
が
選
ば
れ
た
。
提
出
さ

れ
た
定
款
に
「
飲
食
業
」
の
記
載
が

な
か
っ
た
。
権
利
能
力
な
き
法
人
が

選
ば
れ
た
が
。

A
　

定
款
の
記
載
に
つ
い
て
は
募
集
要

項
で
要
件
づ
け
て
い
な
い
。
応
募
時

に
な
く
て
も
管
理
運
営
の
業
務
開
始

ま
で
に
手
続
き
を
す
れ
ば
問
題
な
く
、

審
査
対
象
と
し
た
。

Q
　

申
請
時
に
何
で
定
款
や
謄
本
を
提

出
さ
せ
る
の
か
。
共
同
体
は
議
会
で

指
摘
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、「
平

成
28
年
5
月
頃
ま
で
に
は
樫
山
工
業

㈱
の
定
款
を
変
更
し
て
飲
食
業
務
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
」
と
の
公

式
文
書
を
市
長
に
提
出
し
て
い
る
で

は
な
い
か
。

A
　

審
査
時
点
で
は
そ
う
い
っ
た
こ
と

を
求
め
て
い
な
い
。

Q
　

建
設
業
の
入
札
参
加
資
格
な
ど
で

も
定
款
に
記
載
が
あ
り
、
知
事
許
可

を
取
得
し
て
い
る
こ
と
が
要
件
だ
。

プ
ラ
ン
の
見
直
し
が
な
く
、
次
の
見

直
し
の
時
期
も
見
え
な
い
。

Q
　

今
後
の
誘
致
活
動
に
つ
い
て
。

A
　

議
員
提
案
の
よ
う
に
関
係
10
市
町

村
等
の
後
押
し
が
必
要
で
あ
り
、

「
松
本
・
佐
久
地
域
高
規
格
道
路
」の

必
要
性
を
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

を
通
じ
、
佐
久
・
松
本
が
強
い
連
携

の
下
、
根
気
強
く
本
期
成
同
盟
会
で

要
望
し
て
い
く
。

◆
そ
の
他
の
質
問
項
目

・ 

中
部
縦
貫
自
動
車
道
の
（
福
井
市
〜
高

山
経
由
〜
松
本
市
）
進
捗
状
況
。

・ 

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
促

進
に
つ
い
て
。

権
利
能
力
の
な
い
法
人
を
審
査
対
象

と
す
る
の
は
特
別
扱
い
で
は
な
い
か
。

A
　

議
会
か
ら
指
摘
い
た
だ
い
て
関
係

企
業
か
ら
飲
食
業
が
行
え
る
よ
う
に

す
る
旨
の
公
式
文
書
が
出
さ
れ
た
。

定
款
の
変
更
は
簡
易
に
で
き
る
。
実

質
的
な
損
害
が
市
民
に
及
ん
で
い
な

い
の
で
瑕
疵
は
治
癒
さ
れ
た
。

◆
そ
の
他
の
質
問
項
目

・ 

南
パ
ラ
ダ
の
ス
キ
ー
場
等
の
電
気
は
無

料
で
使
い
放
題
か
。

・ 

北
パ
ラ
ダ
は
全
て
樫
山
工
業
に
売
り
渡

し
た
の
か
。

・
樋
橋
地
区
開
発
は
中
止
を
。

松
本
・
佐
久
地
域
高
規
格
道
路
建
設
促
進
運

動
と
期
成
同
盟
会
に
つ
い
て

公
正
・
公
平
で
ガ
ラ
ス
張
り
の
佐
久
市
政
を

協
定
書
締
結
後
の
定
款
変
更
で
良
い
の
か

井
い

出
で

　節
せつ

夫
お

篠
しの

原
はら

　　勤
つとむ
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◆ 

重
症
心
身
障
が
い
児（
者
）の
短
期
入
所

に
つ
い
て

Q
　

本
事
業
の
導
入
決
定
ま
で
の
経
過

に
つ
い
て

A
　

 

平
成
22
年
か
ら
重
度
の
障
が
い

を
持
つ
児
童
の
保
護
者
と
交
流
会
か

ら
「
キ
ッ
ズ
・
ケ
ア
・
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
を
実
施
。「
レ
ス
パ
イ
ト
ケ
ア
」

の
有
用
性
を
確
認
し
、
市
立
浅
間
病

院
に
お
い
て
実
施
決
定
と
な
っ
た
。

Q
　

浅
間
病
院
で
は
空
床
型
利
用
で
の

受
け
入
れ
だ
が
、
満
床
時
や
利
用
が

重
な
っ
た
と
き
の
対
応
に
つ
い
て
。

A
　

現
在
の
病
院
の
ベ
ッ
ド
稼
働
率
か

ら
ベ
ッ
ド
の
確
保
は
可
能
で
あ
る
。

利
用
希
望
日
を
病
院
と
確
認
し
て
か

ら
の
利
用
で
あ
り
、
予
約
日
に
入
所

い
た
だ
け
な
い
こ
と
は
な
い
。

◆
Ｊ
Ｒ
と
連
携
し
た
観
光
に
つ
い
て

Q
　

信
州
Ｄ
Ｃ
に
対
し
て
佐
久
市
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

A
　

７
〜
９
月
の
開
催
期
間
中
、
佐
久

平
駅
隣
接
の
プ
ラ
ザ
佐
久
で
39
種
類

の
日
本
酒
を
佐
久
地
域
13
の
酒
蔵
か

Q
　

柳
田
市
政
の
総
括
と
し
て
、「
世

界
最
高
健
康
都
市
」
実
現
に
対
す
る

成
果
に
つ
い
て
。

A
　

「
世
界
最
高
健
康
都
市
の
実
現
」

の
た
め
の
事
業
は
、
本
市
が
今
後
20

年
、
30
年
先
も
「
健
康
長
寿
の
ま

ち
」
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
必
要
な

事
業
で
あ
り
、
着
実
に
推
進
し
て
き

て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

Q
　

第
二
次
佐
久
市
総
合
計
画
に
お
け

る
「
将
来
都
市
像
」
に
つ
い
て
。

A
　

本
市
に
住
む
全
て
の
「
ひ
と
」
が
、

「
暮
ら
し
や
す
い
」、「
暮
ら
し
て
良

か
っ
た
」
と
思
え
る
ま
ち
、
心
身
と

も
に
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
10

年
後
の
目
指
す
姿
と
し
た
い
。

Q
　

佐
久
市
内
商
業
活
性
化
施
策
と
し

て
の
„
空
き
店
舗
“
対
策
及
び
、
財

政
的
支
援
策
の
拡
充
に
つ
い
て
。

A
　

空
き
店
舗
の
解
消
を
図
る
た
め
、

国
の
「
空
き
店
舗
対
策
等
の
事
業
」

補
助
に
は
上
乗
せ
支
援
を
し
、
市
独

自
の
補
助
制
度
と
し
て
、
空
き
店
舗

を
活
用
し
て
開
業
す
る
際
の
改
修
費
、

ら
３
種
類
ず
つ
セ
レ
ク
ト
し
、
試
飲

で
き
る
空
間
を
計
画
中
。
地
酒
や
ス

イ
ー
ツ
店
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

も
開
催
す
る
。
Ｄ
Ｃ
期
間
中
の
土
日
、

佐
久
平
駅
か
ら
臼
田
駅
の
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
を
中
心
と
し
た
「
市
内
巡

回
バ
ス
」
を
運
行
す
る
予
定
。

賃
料
に
対
す
る
補
助
支
援
に
努
め
て

い
る
。
商
工
業
振
興
事
業
補
助
金
は
、

時
代
の
要
望
に
合
っ
た
制
度
の
見
直

し
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル

ド
も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

Q
　

都
市
計
画
道
路
、
原
東
一
号
線

（
滑
津
大
橋
〜
旧
国
道
254
号
間
）
の

整
備
に
向
け
た
進
捗
状
況
に
つ
い
て
。

A
　

当
路
線
は
、
道
路
の
幅
員
や
計
画

線
の
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
事
業
化

に
つ
い
て
の
検
討
と
併
せ
て
整
理
し

て
い
く
。
当
面
の
対
策
と
し
て
、
待

避
所
の
設
置
を
、
新
年
度
に
は
工
事

発
注
す
る
予
定
で
あ
る
。

重
症
心
身
障
が
い
児
の
短
期
入
所
・
Ｊ
Ｒ
と

の
連
携
し
た
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て

栁
田
市
政
の
総
括
・
第
二
次
佐
久
市
総
合
計

画
・
商
業
活
性
化
策
・
原
東
一
号
線
整
備

滑津大橋～旧254号間　一日も早い整備を!!

信州DCにあわせて小海線を走る車両
（イメージ）

レスパイトケアが始まる市立浅間病院

杉
すぎ

岡
おか

　　務
つとむ

高
たか

橋
はし

　良
よし

衛
え
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◆
ス
ポ
ー
ツ
振
興
で
地
域
活
性
化
を

Q
　

東
京
オ
リ
・
パ
ラ
、
県
は
国
体
招

致
を
目
指
し
て
い
る
中
で
、
ス
ポ
ー

ツ
に
よ
る
健
康
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

A
　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
の
普
及
を
図
っ
て
い
く
。
市
内
の

宿
泊
施
設
と
連
携
し
た
ス
ポ
ー
ツ
合

宿
の
誘
致
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

の
開
催
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
試
合
の

誘
致
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
推
進
し
、
佐
久
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

し
て
い
く
。
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
賑
わ

い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。

◆
土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
早
く
改
修
を

Q
　

佐
久
市
望
月
土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

は
施
設
の
稼
働
か
ら
15
年
が
経
過
し
、

設
備
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
課

題
を
ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
。

A
　

土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
製
造
さ
れ

た
堆
肥
は
、
長
者
原
地
区
の
大
規
模

農
家
を
は
じ
め
、
市
内
各
地
で
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
る
。
追
肥
製
造
機

Q
　

来
年
度
予
定
の
東
会
館
耐
震
診
断

実
施
後
の
整
備
の
進
め
方
は
。

A
　

耐
震
診
断
の
結
果
に
基
づ
き
効
率

的
、
効
果
的
な
会
館
施
設
に
つ
き
検

討
を
進
め
、
現
地
改
築
の
ほ
か
、
移

転
改
築
や
改
修
な
ど
施
設
の
長
寿
命

化
や
他
の
施
設
と
の
併
設
も
含
め
た

複
合
化
・
多
機
能
化
な
ど
、
施
設
の

統
廃
合
も
視
野
に
入
れ
、
整
備
計
画

の
検
討
を
行
う
。

Q
　

指
定
文
化
財
の
今
後
の
地
域
振
興

等
の
活
用
は
ど
う
か
。

A
　

長
野
県
教
育
委
員
会
が
申
請
者
と

な
り
、「
唱
歌
の
ふ
る
さ
と
山
国
信

州
の
風
景
と
近
代
学
校
遺
産
群
」
と

し
て
、
当
市
の
「
旧
中
込
学
校
」「
旧

大
沢
小
学
校
」
と
と
も
に
「
旧
志
賀

小
学
校
南
棟
」
に
つ
き
指
定
文
化
財

と
な
る
よ
う
協
議
中
。
今
後
こ
れ
ら

の
指
定
文
化
財
を
活
用
し
な
が
ら
、

地
域
振
興
に
つ
な
げ
て
い
く
。

Q
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
情
報

化
が
進
ん
で
い
る
が
、
そ
の
負
の
影

響
と
し
て
、
ネ
ッ
ト
い
じ
め
等
に
対

器
の
故
障
が
生
じ
て
い
る
ほ
か
、
製

造
追
肥
の
品
質
が
不
安
定
な
状
況
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
周
辺
地
域
へ

の
臭
気
の
発
生
や
施
設
の
運
営
コ
ス

ト
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
課

題
で
あ
る
。

Q
　

そ
の
よ
う
な
課
題
を
放
置
し
て
お

く
こ
と
は
許
さ
れ
ず
問
題
だ
。
改
修

計
画
に
関
し
て
お
聞
き
し
た
い
。

A
　

追
肥
製
造
設
備
か
ら
ホ
イ
ー
ル
ロ

ー
タ
ー
に
よ
り
撹
拌
す
る
方
法
に
切

り
替
え
る
。
臭
気
も
大
幅
に
改
善
で

き
る
。
平
成
30
年
度
以
降
に
実
施
し
、

２
年
程
度
を
要
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

す
る
児
童
・
生
徒
の
現
状
と
、
ど
の

よ
う
な
対
応
を
進
め
て
い
る
か
。

A
　

電
子
メ
デ
ィ
ア
機
器
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
夢
中
に
な
り
す

ぎ
て
寝
る
時
間
が
遅
く
な
っ
た
」

「
ネ
ッ
ト
で
悪
口
が
書
か
れ
、
ト
ラ

ブ
ル
に
な
っ
た
」
と
い
っ
た
悩
み
を

抱
え
て
い
る
実
態
を
保
護
者
へ
発
信

し
た
と
こ
ろ
、
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
が

危
機
感
を
持
ち
、
子
ど
も
と
電
子
メ

デ
ィ
ア
に
つ
い
て
考
え
る
協
議
体
を

立
ち
上
げ
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、

市
内
の
公
立
24
小
中
学
校
の
代
表
児

童
・
生
徒
に
よ
る
意
見
交
換
会
を
実

施
。

ス
ポ
ー
ツ
の
力
で
佐
久
市
を
元
気
な
ま
ち
へ

土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
い
よ
い
よ
改
修
へ
!!

東
会
館
の
整
備
・
文
化
財
の
保
存
と
活
用
・

情
報
社
会
に
つ
い
て

佐久キッズメディアセイフティ会議の様子

「あすチャレ！スクール」を開催予定
【パラスポーツ体験】

関
せき

本
もと

　　功
いさお

竹
たけ

花
はな

　美
み

幸
ゆき



13

Q
　

全
国
的
に
７
歳
児
の
交
通
事
故
が

突
出
し
て
多
い
が
佐
久
市
で
の
小
学

１
年
・
２
年
生
の
交
通
事
故
人
数
は
。

A
　

平
成
27
年
小
学
生
の
歩
行
中
の
交

通
事
故
に
よ
る
負
傷
者
は
７
人
、
う

ち
１
年
生
３
人
、
２
年
生
１
人
。

Q
　

交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に
就

学
前
の
交
通
安
全
教
育
が
重
要
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
保
育
園
で

の
交
通
安
全
教
育
に
つ
い
て
伺
う
。

A
　

公
立
保
育
園
で
は
年
２
回
交
通
安

全
教
室
を
実
施
。
警
察
や
指
導
員
を

招
き
、
横
断
歩
道
の
歩
き
方
を
学
ん

だ
り
、
実
際
に
道
路
に
出
て
実
地
指

導
を
受
け
て
い
る
。
日
々
の
保
育
に

お
い
て
も
散
歩
や
遠
足
の
際
は
事
前

に
指
導
し
、
実
践
を
通
し
て
交
通
安

全
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

Q
　

小
学
校
入
学
前
の
交
通
安
全
教
育

の
重
要
性
に
つ
い
て
市
長
に
伺
う
。

A
　

７
歳
が
リ
ス
キ
ー
（
危
険
）
な
年

齢
で
あ
る
事
を
伝
え
る
方
法
を
検
討

し
、
幼
・
保
育
園
に
も
伝
え
て
い
く
。

Q
　

佐
久
市
内
に
お
け
る
65
歳
以
上
の

◆
徹
底
し
た
情
報
公
開
に
つ
い
て

Q
　

教
育
委
員
協
議
会
を
な
ぜ
非
公
開

と
し
た
の
か
。

A
　

自
由
闊
達
な
協
議
、
研
鑽
の
場
で

あ
る
。

Q
　

公
開
の
教
育
委
員
会
に
協
議
会
の

報
告
は
項
目
の
み
。
ど
ん
な
協
議
を

し
た
の
か
全
く
見
え
な
い
。
19
市
の

教
育
委
員
会
の
状
況
を
聞
き
取
り
調

査
し
た
が
、
こ
れ
ほ
ど
の
非
公
開
性

は
佐
久
市
の
み
。
公
開
の
教
育
委
員

会
で
協
議
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
　

よ
く
教
育
委
員
さ
ん
の
話
を
伺
う
。

充
分
説
明
で
き
る
か
が
大
事
。

◆
困
難
な
子
育
て
に
支
援
を

Q
　

年
額
488
万
円
で
で
き
る
準
要
保
護

者
の
就
学
援
助
給
食
費
10
割
支
給
を
。

A
　

要
保
護
者
と
の
区
別
が
必
要
な
の

で
、
導
入
し
な
い
。

Q
　

医
療
的
ケ
ア
の
必
要
な
重
症
心
身

障
が
い
児
（
者
）
の
レ
ス
パ
イ
ト
ケ

ア
（
浅
間
病
院
で
の
空
床
利
用
型
短

期
入
所
事
業
）
が
29
年
度
開
始
と
な

る
が
、
夏
頃
に
は
利
用
開
始
で
き
る

高
齢
者
が
当
事
者
と
な
っ
た
交
通
事

故
の
件
数
、
死
傷
者
の
数
は
。

A
　

平
成
28
年
141
件
、
死
者
２
名
、
負

傷
者
187
名
で
全
人
身
事
故
件
数
の

37
・
７
％
と
な
っ
て
い
る
。

Q
　

高
齢
者
に
対
す
る
交
通
安
全
対
策

の
現
状
と
今
後
は
。

A
　

市
内
老
人
ク
ラ
ブ
等
で
交
通
安
全

教
室
を
開
催
。
寸
劇
や
講
話
・
啓
発

ビ
デ
オ
上
映
や
夜
行
反
射
材
等
の
配

布
、
自
主
返
納
制
度
と
返
納
者
へ
の

支
援
等
の
周
知
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
も
自
主
返
納
者
へ
の
バ
ス
共
通
回

数
券
交
付
の
支
援
も
継
続
す
る
。

か
。

A
　

事
業
申
請
手
続
き
な
ど
に
最
低
４

ヶ
月
は
か
か
る
が
、
努
力
す
る
。

◆
国
保
に
つ
い
て

Q
　

所
得
240
万
円
の
自
営
業
者
、
30
代

夫
婦
子
ど
も
二
人
で
、
11
・
１
％
値

上
げ
で
い
く
ら
に
な
る
か
。

A
　

36
万
２
千
700
円
。

Q
　

２
年
前
よ
り
更
に
３
万
８
千
600
円

上
が
り
、
何
と
所
得
の
15
％
を
超
え

る
。
給
料
１
ヵ
月
14
万
円
、
20
代
独

身
、
非
正
規
労
働
者
の
国
保
税
は
。

A
　

13
万
２
千
800
円
。

保
育
園
で
の
交
通
安
全
教
育

高
齢
者
の
交
通
安
全
対
策

徹
底
し
た
情
報
公
開
・
困
難
を
抱
え
る
親
た

ち
に
寄
り
そ
う
支
援
を
・
国
保
に
つ
い
て

７年越しの切実な親の要求が叶い、レスパイトケア
（重症心身障がい児（者）の空床利用型短期入所事
業）が始まる浅間病院

リスキー７啓発チラシ

内
ない

藤
とう

　祐
ゆう

子
こ

内
ない

藤
とう

　勝
かつ

利
とし
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Q
　

第
二
次
佐
久
市
総
合
計
画
を
策
定

し
、
将
来
都
市
像
を
「
快
適
健
康
都

市　
佐
久
」
と
掲
げ
て
い
る
が
、
実

現
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
の
か
。

A
　

第
二
次
佐
久
市
総
合
計
画
で
は
、

10
年
後
の
目
指
す
将
来
都
市
像
を

「
快
適
健
康
都
市　
佐
久
」
と
し
た
。

こ
れ
を
具
現
化
す
る
た
め
に
、
政
策

分
野
ご
と
に
７
本
の
柱
を
定
め
、
具

体
的
な
施
策
を
展
開
し
て
行
く
。
各

分
野
を
横
断
的
に
結
ぶ
基
本
理
念
の

一
つ
と
し
て
、「
新
し
い
発
展
の
可

能
性
に
挑
戦
す
る
ま
ち
づ
く
り
」
が

あ
る
。
様
々
な
可
能
性
を
快
適
健
康

都
市
と
い
う
形
に
結
実
さ
せ
る
た
め
、

職
員
一
丸
と
な
り
挑
戦
し
続
け
て
い

く
。

Q
　

将
来
都
市
像
を
具
現
化
し
て
い
く

た
め
に
も
、
将
来
を
担
う
人
材
育
成

は
重
要
で
あ
る
。
学
校
及
び
地
域
社

会
が
連
携
し
、
強
い
絆
で
支
え
合
い

励
ま
し
合
う
社
会
の
構
築
が
大
切
と

考
え
る
が
。

Q
　

本
年
10
月
に
バ
ス
運
行
形
態
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
る
が
、
利
用
者
の

ほ
か
、
こ
れ
ま
で
利
用
し
た
く
て
も

で
き
な
か
っ
た
方
の
声
を
、
ど
の
よ

う
に
吸
い
上
げ
る
努
力
を
し
た
か
。

A
　

34
名
で
組
織
す
る
協
議
会
を
開
催

し
た
ほ
か
、
調
査
員
が
バ
ス
に
乗
り

込
み
利
用
者
へ
の
聞
き
取
り
を
実
施

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
計
画
素
案

へ
反
映
さ
せ
た
。
利
用
し
て
い
な
い

方
へ
の
直
接
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
し

て
い
な
い
が
、
今
後
、
声
を
聞
く
場

を
設
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Q
　

親
の
負
担
軽
減
を
目
的
と
し
た
、

荒
天
時
等
に
中
学
、
高
校
生
が
通
学

に
利
用
で
き
る
ダ
イ
ヤ
等
を
設
け
ら

れ
な
い
か
。

A
　

ま
ず
は
通
勤
・
通
学
・
通
院
、
買

い
物
に
適
す
る
ダ
イ
ヤ
を
検
討
し
て

い
る
が
、
夜
間
の
便
に
つ
い
て
も
、

可
能
な
範
囲
で
検
討
し
た
い
。

Q
　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
基
本
的
に

停
留
所
を
活
用
す
る
形
態
と
な
っ
て

い
る
が
、
停
留
所
ま
で
歩
い
て
行
け

A
　

平
成
29
年
度
「
佐
久
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
」
体
制
が
市
立
全
小

中
学
校
で
整
う
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
「
地
域
の
教
育
力
」
の
継

続
的
な
活
用
が
期
待
で
き
る
。

　
　
　

地
域
社
会
に
お
い
て
は
、
人
の

絆
・
社
会
の
絆
を
大
切
に
す
る
地
域

ぐ
る
み
の
青
少
年
健
全
育
成
事
業
を

推
進
し
て
い
る
。
家
庭
・
学
校
・
地

域
・
青
少
年
関
係
団
体
が
緊
密
に
連

携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
を
担

う
子
ど
も
達
が
多
様
な
人
間
関
係
を

築
き
な
が
ら
育
っ
て
い
く
、
そ
ん
な

社
会
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

な
い
方
も
い
る
。
登
録
制
に
し
て
、

自
宅
前
も
し
く
は
自
宅
近
く
ま
で
の

送
迎
を
実
現
す
べ
き
と
考
え
る
。

A
　

現
段
階
で
は
自
宅
前
ま
で
の
送
迎

は
考
え
て
い
な
い
が
、
様
々
な
視
点

で
高
齢
者
の
足
の
確
保
を
検
討
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
10
月
か
ら
運
行
を
開
始
す
る
新
た

な
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に
お
い
て
も
、

現
在
の
臼
田
・
望
月
地
区
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
で
運
行
し
て
い
る
フ
リ
ー

乗
降
区
間
の
設
定
な
ど
、
路
線
内
で

の
運
用
に
つ
い
て
は
可
能
な
範
囲
で

対
応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

10
万
都
市
佐
久
市
が
目
指
す
将
来
都
市
像
の

実
現
に
は
、
人
材
育
成
と
地
域
の
絆
が
重
要

交
通
弱
者
に
優
し
く
、
望
ま
れ
る
バ
ス
交
通

網
（
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
）
の
実
現
を
！

大
おお

井
い

　岳
たけ

夫
お

中
なか

澤
ざわ

　兵
ひょうえ

衛

現在運行中の市内巡回バス
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◆
人
口
変
動
に
つ
い
て

Q
　

周
辺
部
の
人
口
減
少
は
著
し
い
。

市
と
し
て
の
分
析
は
。

A
　

自
然
減
の
要
因
と
し
て
は
、
理
想

の
子
供
数
を
持
て
な
い
こ
と
や
高
齢

化
に
よ
る
死
亡
数
の
増
加
が
原
因
と

み
て
い
る
。
地
区
別
増
減
は
表
参
照
。

Q
　

周
辺
部
の
集
落
を
維
持
し
て
い
く

こ
と
は
佐
久
市
が
誇
る
豊
か
な
自
然

を
保
持
し
て
い
く
た
め
に
必
要
だ
と

考
え
る
が
、「
選
択
と
集
中
」
と
は
。

A
　

地
域
拠
点
に
機
能
を
集
約
し
、
そ

れ
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
。

◆
都
市
計
画
税
・
区
域
に
つ
い
て

Q
　

都
市
計
画
税
は
目
的
税
で
あ
る
た

め
、
使
途
を
明
確
に
公
表
す
る
必
要

が
あ
る
。
ま
た
公
園
管
理
委
託
料
を

見
る
と
、
旧
佐
久
地
域
に
集
中
し
て

使
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
都
市

計
画
区
域
を
見
直
す
べ
き
で
は
？

A
　

公
表
に
つ
い
て
は
工
夫
し
て
い
き

た
い
。
都
市
計
画
区
域
は
い
ず
れ
か

の
地
域
を
除
く
よ
う
な
見
直
し
は
妥

当
で
な
い
。

◆
周
辺
部
の
発
展
に
つ
い
て

Q
　

水
の
保
全
や
災
害
の
防
止
な
ど
周

辺
部
の
発
展
は
佐
久
市
の
発
展
に
必

要
不
可
欠
で
は
。

A
　

川
西
日
赤
へ
の
財
政
面
や
移
住
促

進
な
ど
に
よ
り
支
援
し
て
き
た
。
地

域
の
人
が
魅
力
を
発
見
し
磨
い
て
い

く
こ
と
を
行
政
も
支
援
し
た
い
。

◆
自
然
保
育
に
つ
い
て

Q
　

認
定
後
の
取
り
組
み
は
。
地
域
や

学
校
と
の
連
携
は
。

A
　

外
で
の
活
動
を
よ
り
意
識
的
に
行

っ
て
い
る
。
保
護
者
へ
の
周
知
、
多

面
的
な
連
携
を
心
が
け
た
い
。

市
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い
周
辺
部
の
発
展

豊
か
な
自
然
を
活
か
し
た
自
然
保
育

吉
よし

川
かわ

　友
とも

子
こ

佐久市地区別の人口増減
平成17年 平成27年 増減 増減率（％）

浅間 27,089 30,772 3,014 10.86

野沢 17,081 17,638 −407 −2.26

中込 15,787 15,433 −354 −2.24

東 6,986 7,028 42 0.60

臼田 15,311 13,698 −1,613 −10.53

浅科 6,370 5,971 −399 −6.26

望月 10,205 8,828 −1,377 −13.49 

計 100,462 99,368 −1,094 −1.09 

◆
健
康
長
寿
埼
玉
モ
デ
ル

　
埼
玉
県
で
は
健
康
長
寿
埼
玉
モ
デ
ル

を
全
県
で
展
開
し
て
い
ま
す
。
平
成
24

〜
26
年
度
に
先
行
し
て
７
つ
の
モ
デ
ル

市
が
「
運
動
」「
食
」「
団
地
ま
る
ご

と
」
を
テ
ー
マ
に
健
康
づ
く
り
事
業
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
内
、
東
松
山
市
の

「
毎
日
１
万
歩
運
動
」
と
加
須
市
の

「
筋
力
ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
で
は
、

医
療
費
の
抑
制
効
果
が
実
証
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
県
で
は
全
県
に
参
加
を
呼
び
か
け
、

現
在
28
市
町
村
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
や
健
康

長
寿
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
拡
大
も
図
っ

て
い
ま
す
。

◆ 

千
葉
県
柏
市
に
お
け
る
長
寿
社
会
の

ま
ち
づ
く
り
「
柏
モ
デ
ル
」　

　
柏
市
は
、
東
京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と

し
て
、
高
度
経
済
成
長
を
機
に
人
口
が

増
加
し
、
発
展
し
た
ま
ち
で
す
が
、
急

速
な
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
市
で
は
「
す
べ
て
の
高
齢
者
が
、
そ

の
人
ら
し
く
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち　

柏
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
市
が
主
導
で
産
学
官
が
一
体
と
な
り

「
柏
市
豊
四
季
台
地
域
高
齢
社
会
総
合

研
究
会
」
を
発
足
。
三
者
協
定
を
締
結

し
、
そ
こ
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

ま
た
、
柏
市
医
師
会
・
歯
科
医
師

会
・
薬
剤
師
会
の
共
同
で
「
柏
地
域
医

療
連
携
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
、
市
に
寄

付
を
し
て
い
ま
す
。

 

２
つ
の
モ
デ
ル
事
業
を
視
察
し
、
今

後
高
齢
化
率
が
上
が
る
佐
久
市
の
参
考

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
健
康
長
寿
埼
玉
モ
デ
ル
」
埼
玉
県
保
険
医
療
部

在
宅
医
療
・
介
護
多
職
種
連
携
「
柏
モ
デ
ル
」

地
域
医
療
問
題
特
別
委
員
会

政 視 察行 報 告

埼玉県庁で健康長寿担当職員より説明を受ける
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●あなたは、今の市議会をどのように評価しますか。

要望事項等がない 2 話しづらい 7 実現しない 6
議員を知らない 1 手段が分からない 9 無回答：２人

市民の声を市政に反映する 57 市議会議員の資質向上 34 行政に対するチェック機能の強化 44
議員立法など活動の強化 6 定期的な活動報告 9 夜間・休日議会の開催 5
情報の公開 22 広報の充実 6 その他 1

市議会や市政に関心があるから 57 議員に誘われたから 34 今回の質問内容に関心があったから 44
各種団体や知人に誘われたから 6 その他 9

　佐久市議会では、議会改革・議会の活性化について検討を進めております。
市民の皆様のご意見も参考とさせていただくため、議会を傍聴された皆様にアンケート調査のご協力を毎年、12月定
例会においてお願いしております。
　アンケート結果の概要をお知らせします。
　今回の傍聴者は、のべ124人で、前年と比べて33人増となり、そのうちアンケート回答者は、79人で前年に比べて
13人増えました。

・伝えていない理由

無回答：２人

無回答：８人

無回答：６人

無回答：25人
●あなたは、自分の意見や要望を市議に伝えていますか。

●議会に求める活動は何ですか。（３つまで回答可）

●議会を傍聴された目的・理由は何ですか。（複数回答可）

評価する 8 ある程度評価する 29 あまり評価しない 7 評価しない 2

伝えている 27 伝えていない 27

平成29年３月定例会　請願・陳情等状況一覧
番　　号 請願・陳情者 請願・陳情要旨 結　　果

平成29年
請願第１号

佐久市布施1222−1
もちづき教育未来会議

　会長　小林　英雄　外１名
望月高校の存続を求める意見書を提出するよう求
める請願 採　　択

平成28年
陳情第14号

長野市安茂里上河原3577  長野県スキー連盟内
長野県索道事業者協議会

会長　駒谷　嘉宏
免税軽油制度の継続を求める陳情 採　　択

平成29年
陳情第１号

佐久市三河田557−29
ピースアクション佐久　　　会長　望月　清泰 「共謀罪」創設に反対する陳情 継続審査

平成29年
陳情第２号

佐久市岩村田1248−1  岩村田高校内
長野県高等学校教職員組合

　佐久支部支部長　小林　修一

地域活性化の拠点となる望月高校の存続と35人
以下学級の導入を求める意見書を県知事に提出す
るよう求める陳情

一項採択
二項継続審査

平成29年
陳情第３号

佐久市岩村田2169−1
りんどう会　　　　　　　　会長　村上　裕史

指定給水装置工事事業者制度に更新制の導入を求
める意見書の提出を求める陳情 採　　択

事実に基づく質問が
少ない。議員が勉強して
いない。共通のテーマに
ついては両方（行政・議会）
で努力すべき。

議員と語ろう会の形式が
車座になったことや、
議会だよりのリニューアルなど
以前より、身近でわかりやすくなって
きていることが感じられるから。

40代女性

60代女性

70代男性

40代男性

もっと具体的な答弁を
してほしかったという
思いがありました。

何をやっているのか、よくわからない。
市民に伝わっていないと言うことは
平和の証しかもしれませんが、
もう少し伝える方法を考えて頂きたい
と思います。

ある程度評価する意見 あまり評価しない・評価しないとする意見

平成28年度  佐久市議会に対する傍聴者アンケート結果
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あなたも議会を傍聴してみませんか
★ 次の定例会（平成29年６月定例会）の日程
（予定）は右欄のとおりです。

★委員会審査も傍聴いただけます。
　 本会議同様、各常任委員会、特別委員会、議

会運営委員会も傍聴いただけます。
　 ただし、委員会会場の都合上、希望者多数の

場合は、開会前に抽選を行いますのでご了承
ください。
※ご注意ください
　 本会議、委員会とも傍聴の際は、携帯電話の

電源をお切りください。また、会議の模様を
撮影、録音することはできません。

問い合わせ先　佐久市議会事務局
　　　　　　　電話  0267−62−3495（直通）

次回定例会のお知らせ
【平成29年６月定例会】開催予定日

日 月 火 水 木 金 土
6/4 5 6 7 8 9 10

本会議
（開会）

11 12 13 14 15 16 17

本会議
（代表質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

18 19 20 21 22 23 24

本会議
（議案質疑） 委員会 委員会

25 26 27 28 29 30 7/1

委員会 本会議
（閉会）

※日程は、諸事情により変更となる場合があります。

　
こ
の
「
議
会
だ
よ
り
」
が
皆
さ
ん

の
手
元
に
届
け
ら
れ
る
頃
に
は
、
議

会
の
議
員
選
挙
も
済
み
、
市
民
の
皆

様
か
ら
付
託
を
受
け
た
新
し
い
議
会

が
動
き
始
め
た
頃
か
と
思
い
ま
す
。

議
会
、
議
員
の
構
成
も
大
き
く
変
わ

っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
当
た

り
前
の
事
で
す
が
市
議
会
の
議
員
も

４
年
に
１
度
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

選
挙
と
い
う
形
で
審
判
を
受
け
ま
す
。

そ
の
選
挙
の
結
果
に
よ
っ
て
は
、
市

の
政
策
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
す

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
選
挙
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ど

ん
な
に
議
会
議
員
の
構
成
が
変
化
し

て
も
、
議
会
が
求
め
る
こ
と
は
、

「
市
民
幸
福
の
追
求
」
に
尽
き
ま
す
。

　
さ
て
、
私
た
ち
広
報
広
聴
特
別
委

員
会
は
、
こ
の
２
年
間
で
「
市
民
の

幸
福
の
追
求
」
の
た
め
何
を
実
施
し

て
き
た
か
。
一
番
は
こ
の
「
議
会
だ

よ
り
」
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
尽
き
ま

す
。
議
会
の
状
況
を
正
確
に
読
み
や

す
く
、
且
つ
読
ま
れ
る
「
議
会
だ
よ

り
」
を
目
指
し
編
集
に
努
め
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
考
え
方
に
変
わ
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。

編
集
後
記

　３月９日の「佐久市民の日」にあわせて、議会を
より身近に感じてもらうという趣旨のもと、昨年に
引き続き、議場コンサートを開催しました。
　演奏は、フルート奏者　矢野郁子さん、ヴァイオ
リン奏者　杉原桐子さん、ピアノ奏者　桜井未来さ
ん、ドラム奏者　櫻井清隆さんの国内で活躍される
４人をお招きして行われました。
　曲目は、「真田丸メインテーマ曲」や「ニュー・
シネマ・パラダイス メドレー」等の演奏が行われ、
アンコールの「情熱大陸」の後は、皆で、市歌「佐
久・わが市

まち
」を会場の皆さんと一緒に歌いました。

　当日は、予想以上の市民の方が来場したこともあ
り、このイベントを通して議会を身近に感じていた
だける機会となりましたら幸いです。

2017 議場コンサートを
開催しました
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　東北信９市議会正副議長会を、佐久市が当番市で
開催しました。東北信９市の正副議長が参集し、市
内の視察をしてから、軽井沢町議会の内堀議長を講
師に「議会改革について」と題して、ご講演いただ
きました。

東北信９市議会正副議長会（１月11日）

発行／佐久市議会　〒385-8501 長野県佐久市中込3056番地  TEL.0267（62）3495（直通）   FAX.0267（62）7910（直通）　編集／広報広聴特別委員会

佐久市議会ホームページQRコード 資源保護のため植物油インキ／再生紙を使用しています。

　東北信９市議会の正副議長、常任委員会の正副委
員長、特別委員会の正副委員長の約140名が当番市
である佐久市に参集し、意見交換しました。研修会
では、政経調査会会長の朝賀昭氏を講師に、「『今な
ぜ、田中角栄か 』～田中角栄と地方政治～」と題
して、ご講演いただきました。

東北信９市議会正副委員長研修会（１月31日）

　中部横断自動車道建設促進佐久地域議員連盟は、
中部横断道の早期整備を求める要望活動を実施しま
した。佐久市議会からは小林議長が議員連盟の副
会長として大野国土交通大臣政務官に対し、長坂～
八千穂間の早期事業化に向け要請しました。

中部横断自動車の早期整備に関する要望活動（２月９日）

　エストニア共和国独立記念パーティーに佐久市
議会を代表して小林議長が招待されました。パー
ティーでは駐日エストニア大使や関係者らと東京オ
リンピックの事前合宿等について意見交換しました。

エストニア共和国独立記念パーティー（２月１４日）

　僕の将来の夢は、農業に関わる仕事をしたいです。社会科の
授業で米作りの体験をして楽しかったから。畑や田んぼにいる
虫やヘビは気になりません。お米、じゃがいも、キャベツを
作ってみたいです。農業は、土づくりや植え付けや収穫が主な
作業だということを授業で発表しました。その他にも、養殖業、
林業も勉強しています。得意な科目は、体育と算数です。サッ
カーのスポーツ少年団に入っているけど、この前は、１回戦で
負けちゃいました。６年生では、学年委員会の委員のリーダー
として頑張りたいです。

聞かせて、あなたの夢

議会の主な活動

茂
もて

木
き

　柊
しゅう

人
と

さん
（泉小学校６年生）

佐久市の小学６年生が夢を語ります

このコーナーでは、議会が本会議以外でおこなっている
主な活動を、写真で報告しています。

佐久っ子の夢、応援します！

撮影 丸山良平さん　場所 旧中込学校
風薫る中込学校
表　紙

市内に住む外国人
×

市 議 会
特集

トピックス
平成29年３月定例会

18人の議員が市政を問う！　一般質問

聞かせて、あなたの夢

議会の主な活動

佐久市議会だより
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